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Ｑ .  女性でも入団できますか？

Ｑ .  学生でも入団できますか？

Ｑ .  普段、仕事をしていても
　    入団できますか？

Ｑ .  訓練はいつ行っているの？

Ａ．現在、約20,000人の女性消防団員が全国で
　活躍しています。女性の持つソフトな面を活か
　して、特に住宅用火災警報器の普及促進、一人
　暮らしの高齢者宅の防火訪問、住民に対する防
　災教育および応急手当の普及指導などにおいて
　は、女性消防団員が活
　躍しています。また、
　消火活動や後方支援、
　操法訓練にも参加して
　います。

Ａ．消防署に勤める消防士が専門の職業であるの
　に対して、消防団員は、通常各自の職業に就き
　ながら、災害時の消火活動、救助・救出活動や、
　平時の訓練などの防火・防災活動に従事してい
　ます。身分は非常勤特別職の地方公務員となり
　ます。「自分たちの街は自分たちで守る」という
　精神に基づき、自分たちの手で地域や家族、そ
　して仲間を守るために団結して地域防災にあた
　る、それが消防団です。

Ａ．市町村の条例に定める年齢に応じて入団でき
　ます。多くの市町村が18歳以上を要件として
　おり、実際に大学生の消防団員も活発に活動し
　ています。現在、学生の消防団員数は全国で約
　2,300人。学生など、若い力の消防団活動への
　参加は、心強いかぎりです。

Ａ．消防団員は、仕事が休みの日や、仕事の終
わった後などに集まって訓練などを行っていま
す。訓練や活動の回数は消防団によって様々で

災  害  時  の  活  動 平  常  時  の  活  動

火災が発生すると、消防団員は
現場に駆け付け、早期鎮火に努
めます。大規模災害の場合は
近隣の消防団と連携し、より
効率の良い消火を行います。

地震や風災害などといった自
然災害が発生した場合は、地形
や道路網、世帯状況などを熟
知した消防団員が、的確かつ
迅速に救助・救出を行います。

地域を災害から守るために
は、住民の防災意識の向上が
不可欠です。このため、火災
予防や防災啓発などを積極的
に行っていきます。

住民がいざというときに、疾
患やケガに素早く対応できる
よう、AEDの使い方をはじめ
とした応急手当の普及・啓発
を実施しています。
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すが、会社員・主婦・
学生の人でも無理のな
い範囲で行われていま
す。

　田布施町消防団では、現在１名の女性団員が活動し
ています。
　今後、女性の視点を生かした広報活動、防災ボラン
ティア活動などを行うため10名程度の女性消防団員
を募集します。興味がある人はお問い合わせください。

　問合せ先
地域の消防団員または田布施町役場 総務課
　　　　　　　　　　☎0820 ‐ 52 ‐ 5802
※応募多数の場合は、選考とさせていただきます。

  地 域 の 防 災 に
  あ な た の チ カ ラ を
  か し て く だ さ い 。


